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8

地域幸福度（Well-Being）指標から見た
養父市の特徴



9養父市の概要

人口 21,408人 高齢化率 40.17%
可住地人口密度 318人／km2 昼夜間人口比率 101.24%
都市の特徴・
周辺地域との
関わり

・兵庫県北部の但馬地域の中央に位置し、2004年に4 町が合併し
誕生。
・交通は、南北に広域的な道路・鉄道のネットワークを形成し、京阪
神及び山陰地方と約 2 時間で結ばれている。近くの但馬空港までは
約 10km で、そこから大阪空港とは約 30 分で結ばれている。
・山林原野が 84.6％を占め、農業を主要な産業として位置付けてお
り、国家戦略特別区域法による『中山間地農業』の改革拠点である。

将来都市像 「豊かで持続可能なスマートヴィレッジの共創」

概要 因子別グラフ

サマリー
兵庫県下最高峰の氷ノ山をはじめ、鉢伏高原、若杉高原など自然環境に恵まれ、
冬のスキーを始め、自然体験のレクリエーションが豊富であることが強み。
人口は1985年をピークに減少基調でありながら、令和6年2月末時点で老年人
口割合は 40.17％と全国平均を大きく上回っており、典型的な少子化高齢化の
進行がみられる。
産業別生産額は、基幹産業である第 1 次産業は 2％ほど、第 2 次産業は
18％ほど、第 3 次産業は 77％ほどと医療福祉や製造業が中心となっている。就
業人口は、近年第 1 次産業減少傾向にある一方、第 3 次産業は増加傾向に
ある。
市内の大屋地域を中心に、芸術で観光交流人口を増やす「おおやアート村構想」
を掲げており、芸術家が住みついており、一つの芸術文化地域を形成している。
養父市では、令和6年2月末時点でがマイナンバーカードの保有率が91.1％と、
全国平均を大きく上回り、「特別区・市」部門では全国１位。今後は普及率を活
かし、デジタルサービスの提供を拡充していく。 総合偏差値 (客観) 52.2



10
他自治体との比較

兵庫県朝来市（隣接市）総合偏差値 (客観) 51.7

高知県四万十市
（可住地人口密度が同様）

兵庫県豊岡市（隣接市） 兵庫県神戸市（県庁所在地）総合偏差値 (客観) 50.7

総合偏差値 (客観) 51.7 福島県会津若松市
（地域DX推進）

総合偏差値 (客観) 52.2 宮崎県都城市
（マイナンバーカード保有率全国２位）

総合偏差値 (客観) 51.0

総合偏差値 (客観) 52.1



11客観指標一覧 カテゴリ「生活環境」



12結果 【客観指標】生活環境（都市環境）

＝強み

＝弱み

生活環境（都市環境）については、人口あたりの児童福祉施設・障害者支援施設・認知症サポーター数や、一施設あたりの幼稚園児・小中高校生数などの偏差値が高く、人口に対しての福祉・
教育施設数は充足しているといえる。また、「住宅当たり延べ面積」、「一戸建ての持ち家の割合」の偏差値も高く、快適な住環境が整いやすいことがわかる。
一方で、「医療施設徒歩圏人口カバー率」、「商業施設徒歩圏人口カバー率」、「駅・バス停留所徒歩圏人口カバー率」、「人口当たり小型車走行キロ」、「通勤通学に自家用車等を用いない割合」、
「保育所まで1km未満の住宅割合」、「公園緑地徒歩圏人口カバー率」がいずれも低く、自家用車での移動が困難な方へのフォローは必須である。
また、「空家率」の偏差値も低く、人口減少対策や、空き家活用への工夫が必要である。

※指標一覧は
P.11を参照



13結果 【客観指標】生活環境（自然環境）

＝強み

＝弱み

生活環境（自然環境）については、「木材供給ポテンシャル」、「地下水涵養量」、「土壌流出防止量」、「窒素除去量」、「リン酸除去量」、「SO2吸収量」、「表層崩
壊からの安全率」、「緑地へのアクセス度」、「オートキャンプ場への立地」の偏差値がいずれも高く、豊かな自然に囲まれたまちであることがわかる。
一方で、自然災害のリスクも孕んでおり、特に「土砂災害」、「ハード対策」の偏差値が低いため、要配慮者利用施設や避難所が立地する箇所を重点的に、土砂災害へ
のハード対策が必要である。

※指標一覧は
P.11を参照



14客観指標一覧（2） カテゴリ「地域の人間関係」 「自分らしい生き方」



15結果 【客観指標】 地域の人間関係・自分らしい生き方

＝強み

＝弱み

地域の人間関係については、「拡大家族世帯割合」、「既婚者割合」の偏差値が高く、家族とのつながりを感じられる世帯が多いが、一方で、「高齢者単身世帯」の偏差値は低いため、
独居高齢者が孤立しないよう、社会的処方のアプローチを用いるなど、地域や社会とのつながりを感じられる機会を増やすような取り組みが重要である。
自分らしい生き方については、「首長選挙投票率」、「市区町村議会選挙の投票率」が高く、積極的な政治参加により自己効力感を感じやすいことがわかる。
また、「高卒者進路未定者率」の偏差値は高いが、同時に「教育機会の豊かさ」が全体的に低いため、そもそも大学進学を志す若者が少ない、あるいは進学を希望しているが何らかの
理由により諦めざるを得ない学生が多い、という可能性を示唆している。

※指標一覧は
P.14を参照



16【主観指標】アンケート概要

調査内容：地域幸福度（Well-being）の主観指標に係るアンケート調査
実施期間：令和5年11月１日 ～ 令和６年１月15日

対象：養父市民
実施方法：Webアンケートにて実施



17結果 【主観指標】 地域における幸福度・生活満足度
Q.現在、あなたはどの程度幸せですか。（0～10点）

Q.自分だけでなく、身近な周りの人も
楽しい気持ちでいると思う（1～5点）

Q.現在、あなたの町内（集落）の人々は、大体において
どれぐらい幸せだと思いますか？（0～10点）

Q.今から5年後、あなたはどの程度
幸せだと思いますか。（0～10点）

Q.現在、あなたの住んでいる地域の暮らしにどの程度満足していますか。（0～10点）



18主観評価指標 設問一覧



19結果 【主観指標】 カテゴリ：生活環境

＝強み

＝弱み

生活環境については、「住宅環境」、「子育て」、「自然景観」、「自然の恵み」、「環境」、「防災」の評価が高く、豊かな自然に囲まれた安心・快適な住居の中で、
子育てをしやすい環境が整っていることがわかる。
一方で、「医療福祉」、「買物飲食」、「移動」、「娯楽」、「初中教育」、「都市景観」の評価が低く、医療機関や学校、商業・娯楽施設が少なく、またアクセスも
不便なことが課題であるとわかる。

※設問一覧は
P.18を参照



20結果 【主観指標】 カテゴリ：地域の人間関係・自分らしい生き方

＝強み

＝弱み

地域の人間関係については、「地域とのつながり」の評価が高く、近隣の住民同士が互いに信頼しながら、相談や手助けをしあえるコミュニティが形成されていることがわかる。
一方で、見知らぬ他社への信頼感が低く、また、女性や若者が活躍する機会が少ないと感じているなど、「多様性と寛容性」についての評価は低い。
自分らしい生き方については、「自己効力感」、「健康状態」への評価が高く、心身ともに健康だと感じる人が多い一方で、「教育」、「雇用所得」、「創造」の評価は低く、
学びや雇用の機会が乏しいと感じている人が多いことが分かる。

※設問一覧は
P.18を参照



21まとめ

幸福度（Well-Being）指標から見える養父市の特徴

●養父市は、豊かな自然に囲まれ、住宅環境にも恵まれた田園都市である。
●また、子育て支援施策が充実し、かつ近隣の住民同士が互いに助け合えるコミュニティの
形成された、子育てがしやすいまちである。

●一方で、独居高齢世帯や空家の問題、移動困難者への支援など課題も多くあり、これら
個別の問題へのケアも必要であるが、同時に、人口減少・高齢化への抜本的な解決策と
して、産官民が協働しながら養父市の新たな魅力を創出・発信することで、移住促進や
企業誘致を推進することも重要である。


